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　　　　　老年期における色彩感情の研究（1）― 色彩嗜好の要因　一
　東京家政学院短大　今井弥生　共立女･短大　○藤田信子　文化女･大

飯塚弘子　盛田真千子　共立女大　武井幸子

　目的　わが国の入口構成は急激に高齢化しっい

の解析は急務である．当学会色彩・意匠学部会では早くよりこの点に着.目し、昭’和62年度
全国的に高齢者の色彩感情の実態調査を実施した．今回は同じ目的をもって表m「老年期
における色彩感情の研究」について実態調査を実施した. 本報は高齢者の色彩嗜好の要因

Ｓ

色票80･色　形容詞14尺度　5段階評価　4):主成分分析　因子の解釈　意味づけ
　紘条　好きな色彩のイメージ・プロフィールは好きな、こゝろよいから地味な、流行の
に至る. 各形容詞閲の相関は好きなとこゝろよい、若々しいと明るいが0.5 以上であった．
因子負荷査は第1因子　美しい　こゝろよい　明るい　第2因子　似合った　地味な’第
３因子　流行の　個性的な　第4因子　清潔な　地味なである. 累積寄与率54.4％．m

保守的な若々しさ　2軸　慎しみ深い　3軸　都会的大人っぽさ　4軸　未成熟因子と考
えられる．したがって老年期の色彩嗜好の要因は個人差はあるが全般に家庭的、社会的調
和を保った中で、若々しさと落着いた大人の美しさを求める感性豊かな色彩を嗜好するこ

とが分かった．

2QP-10 老年期における色彩感情の研究(2）一嗜好色の地域的特性一
　仙台白百合短大　鈴木良子，０就実短大　小田中久良子
　東京家政学院短大　井渾尚子，北海道教育大　斎藤祥子
　聖徳学園女短大　道家とき

目的日常生活を健康に過ごしている老年期の人を対象として色彩感情の調査を全国的に
行ったが，その結果から老年期の嗜好色の地域的特性を明らかにし,老年期の人の健康で

快適な生活のための，色彩環境を創生する基礎データとして活用することを目的とした。
方法全国の日本家政学会の色彩・意匠学部会会員によって，老年期の人の嗜好色のアン
ケートを実施した。その方法はカラーチャートの80色を被験者に見せ,今一番好きな色彩

と¬番嫌いな色彩を調査票に記入させ,全国2100人の被験者の回答を地域別＊(4地域)に
分け,性別,年齢別(65~74歳:老年前期,75歳以上:老年後期)の嗜好率を加味し,嗜好色の地
域的特性の解析を行ったが，嗜好色の傾向を把握するため,色相を赤系,黄系,緑系,青系，
紫系の系統色に集約し，更に白と黒～灰を加えた。なお,同時に嫌悪色の解析も行った。
　＊(地域名と被験者数：東北以北300人，関東527人，東京473人，関西以西800人)
結果(1)男性の嗜好色は地域差より各地域共通の色相差の方が遥かに大きいが,青系は全
域で嗜好率が高い(2)女性の嗜好色は全域で平均化されているが,総じて紫系が好まれる

(3)老人の前期と後期の嗜好色の地域差は,男性は概して両期とも小さいが,女性は前期が
大きく後期は小さい(4)各地域の高嗜好率は①東北以北:男性後期の緑系,青系,及び女
性両期の青系②関東:男性前期の青系③東京：男性前期の緑系，男性後期の赤系,女性
前期の赤系及び紫系④関西以西：男性前期の赤系及び黄系，女性前期の赤系である。

(5)嫌悪色は全域で黒～灰,赤系及び黄系の嫌悪率が極めて高く，緑系,青系,紫系は低い。
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